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構造材料として適用範囲の拡大している炭素繊維強化プラス
チック（CFRP）のリサイクルを目指し、高強度リサイクルCFRP
について研究しています。
宇宙機から発生するごみの生成メカニズムや、宇宙ごみを生成
しにくい構造材料について研究しています。

研究内容：

● リサイクルCFRPの成形 ● リサイクル
炭素繊維不織布の
光学画像による
配向分布解析

● 宇宙機の宇宙ごみ衝突リスク解析
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CFRPは軽くて強い材料なので、様々な分野での利用も急速
に拡大している材料です。しかしながらリサイクル方法がまだ
確立しておらず、現状ではCFRP廃材の9割以上が埋立処理さ
れてしまっています。当研究室で行っている高品質なリサイク
ルCFRPの研究によって、リサイクルCFRPが色々な分野へ適
用できるようになることが期待され、研究が進めば埋立処理さ
れるCFRPを大幅に減少できると考えています。

宇宙環境では、ゴミが一度発生し
てしまうと、地球大気圏へ再突入
して消失するまでに、放っておくと
何百年もかかってしまうことも多く
あり、自然減少が期待できませ
ん。宇宙には国境がないので、
国際的なルール作りが進められ
ています。当研究室で行っている
宇宙ごみ生成メカニズムの研究
は、宇宙ごみの危険性を正しく把
握して、宇宙開発と環境保護を
両立させるルール作りに貢献し
ています。


